
 

 

 

 

 

 

令和５年７月３１日 

株式会社 ちゅうぎんキャピタルパートナーズ 

 

ちゅうぎんインパクトファンド及びちゅうぎんインフィニティファンド２号による 

株式会社アイ・グリッド・ソリューションズに対する投資決定について 

 

ちゅうぎんキャピタルパートナーズ（岡山市北区丸の内一丁目１５番２０号ちゅうぎん

本店ビル９階 代表取締役 小橋 栄紀）は、社会課題や環境問題の解決に貢献する企業を出

資対象とする「ちゅうぎんインパクトファンド」及び、スタートアップを出資対象とする

「ちゅうぎんインフィニティファンド２号」にて、株式会社アイ・グリッド・ソリューシ

ョンズ（東京都千代田区 代表取締役社長 秋田智一、以下「アイ・グリッド社」）の第三者

割当増資を引受けました。 

 アイ・グリッド社は、気候変動問題が深刻化する中、太陽光発電やエネルギーマネジメ

ントを通じてエネルギー問題解決に立ち向かう、脱炭素ソリューションのリーディングカ

ンパニーであります。 

主力事業である「オンサイト太陽光ＰＰＡ事業」は、商業施設や物流施設を保有する企

業等に対して、アイ・グリッド社や同社提携企業の設備投資として自家消費型の太陽光発

電設備を設置することで、当該発電設備から発電される再生可能エネルギーのうち施設が

利用する分を優先的に当該施設へ販売し、当該施設の需要を超えた余剰電力を外部の電力

需要家に販売しております。 

 さらに全国に広がるオンサイト太陽光ＰＰＡをネットワーク化し、蓄電池、ＥＶ充電設

備、電力需要家等のステークホルダーを繋ぐ、再生エネルギーを統合管理するプラットフ

ォームを構築することで、各種データを有効活用した発電予測や電力の需要量等のエネル

ギー情報を可視化、また各種発電や充電設備を制御する等により、効率的な再生可能エネ

ルギーの地域循環利用を実現しております。 

また、ちゅうぎんグループの地域エネルギー会社である株式会社ちゅうぎんエナジーは、

２０５０年のカーボンニュートラル実現へ向けて、アイ・グリッド社とオンサイト太陽光

ＰＰＡ事業に関する「業務提携契約」を締結しました。地域のお客さまの脱炭素化への取

り組みを推進することで、地域全体のエネルギー自給率向上に貢献しております。 

ちゅうぎんグループでは、地域にイノベーションと新しい価値を届けてくれる先進的企

業との連携を通じて、地域社会の更なる発展に向け活動してまいります。 

 

 

 

 



１．投資案件の概要 

投資先名（本社所在地） 株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ（東京都千代田区） 

代 表 者 秋田 智一 

設 立 日 ２００４年２月９日 

事 業 内 容 

・ＧＸ※ソリューション事業 

・エネルギーマネジメント事業 

・電力供給事業 

当 社 Ｈ Ｐ https://www.igrid.co.jp/   

 

【株式会社アイ・グリッド・ソリューションズ 代表取締役 秋田 智一氏からのコメント】 

当社グループでは流通小売業や物流業等の企業様を中心に、施設の屋根上に当社保有の

太陽光発電所を設置し、電気を直接需要家へ供給するオンサイト太陽光 PPA をはじめ、地

域由来の再生可能エネルギーを効率よく循環させて、地域・企業の脱炭素を促進する GX※

ソリューションを広範に手掛けております。このたび、地域と密着して多くのお取引先を

抱える、ちゅうぎんグループ様との連携に加えて、ちゅうぎんキャピタルパートナーズ様

にご支援をいただけることで、再生可能エネルギーの地域循環利用がより一層早く実現で

きると、大変心強く思っております。 

 

資金面のみに限らず、弊社の事業ノウハウと地域エンゲージメントを活かした両社のシナ

ジー効果によって、地産の再エネを蓄電池・EV や施設間シェアで巡らせる「エネルギーの

地産地消」を促進し、安心して暮らせるまちづくりの実現を目指してまいりますので、引

続きご支援のほど、よろしくお願いいたします。 

 

※ＧＸ：グリーントランスフォーメーションの略。化石燃料をできるだけ使わず、クリーンなエネルギ

ーを活用していくための変革やその実現に向けた活動のこと。 

(経産省ＨＰ引用https://journal.meti.go.jp/p/25136/) 
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